
〈
研

究

ノ

ー
ト

〉

国
芳

の
洋
風
版
画
と
蘭
書

『
東
西
海
陸
紀
行
」
の
図
像

勝

原

良

太

国芳の洋風版画と蘭書 『東西海陸紀行』の図像

『東
西
海
陸
紀
行
』
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
旅
行
家

・
ニ
ュ
ー
ホ
フ
が
、

一
六
八
二
年
に

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
刊
行
し
た
銅
版
画
の
洋
書
。
江
戸
時
代
に
既
に
洋
画
家
石
川
大

浪
が
所
蔵
し
て
い
た
。

浮
世
絵
師

・
歌
川
国
芳

(寛
政
九
年
～
文
久
元
年
、

一
七
九
七
～

一
八
六

一
)

に
は
、
何
か
原
資
料
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
異
色

の

洋
風
版
画
作
品
群
が
あ
る
。
長
年
国
芳
研
究

に
情
熱
を
傾
け
て
こ
ら
れ
た
鈴
木

重
三
氏
は
、
た
び
た
び
こ
の
こ
と
に
言
及
さ
れ
、
「
二
十
四
孝
童
子
鑑

・
呉
猛
」

や
同

シ
リ
ー
ズ
の

「郭
巨
」
、
ま
た

『元
禄

太
平
記
』
(緑
亭
川
柳
作
)
の
挿
絵

(岸
壁
に
停
泊
す
る
船
を
真
後
ろ
か
ら
描
い
た
図
)
に
つ
い
て
、
そ
の
洋
風
版
画
の

取
材
源
が
森
島
中
良

の

『紅
毛
雑
話
』
や
亜
欧
堂
田
善
の
銅
版
画
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
こ
ら
れ
た

(『後
期
浮
世
絵
』
講
談
社

・
昭
和
四
十
年
、
『浮
世
絵
大

系

・
国
貞
国
芳
英
泉
』
集
英
社

・
昭
和
四
十
九
年
)。
ま
た

「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」

の
シ
リ
ー
ズ
全
体
に
、
「人
物

の
服
装
、
姿
態
な
ど
洋
画
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
」

(『国
芳
』
平
凡
社

・
平
成
四
年
)
と
か
、
「唐
土
二
十
四
孝
」
シ
リ
ー
ズ

に
つ
い

て
は
、
「強
度

の
オ
ラ
ン
ダ
風
明
暗
描
写
」
と
評
さ
れ
た
。
特

に
こ
の
シ
リ
ー

ズ
の

「呉
猛
」
に
つ
い
て
は
、
は

っ
き
り
と

「
エ
ン
ゼ
ル
に
似
る
」
と
記
さ
れ

(今
回
の
調
査
で
そ
の
事
実
が
判
明
)、
そ
の
典
拠

の
存
在
を
強
く
示
唆
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
三
作
品
の
、
鈴
木
氏
が
確
認
さ
れ
た
国
芳
の
洋
風
版
画

の
依
拠

資
料
は
、
日
本
人
絵
師

に
よ
り
描
か
れ
刊
行
さ
れ
た
洋
風
作
品
で
あ

っ
た
た
め
、

そ
の
他
多
く
の
国
芳

の
洋
風
描
写

に
つ
い
て
も
、
舶
来
絵
画
資
料
か
ら
の
直
接

取
材
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
間
国
芳
の
名
声
は
た
び
た
び
の
浮
世
絵
展
や
美
術
書

の
刊
行
に
よ
り
高

ま
る

一
方
で
、
十
四
年
前

に
は
遂

に
決
定
版
画
集

『国
芳
』
(平
凡
社
)
が
刊

行
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
こ
の
画
集
を
編
集

・
執
筆
さ
れ
た
鈴
木
重
三
氏
の
博
捜

は
、
物
語

・
伝
説

・
風
俗

・
地
誌

・
歌
舞
伎

・
狂
歌
な
ど
、
江
戸
文
芸
全
般
に
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国芳の洋風版画と蘭書 『東西海陸紀行』の図像

(A)ニ ュー ホ フ著 『東 西 海 陸 紀 行 』 よ り

「StatsMeestersenKonstenarsWoningen」(神 戸 市 立博 物 館 所 蔵)

わ
た
る
も
の
で
、
各
図

に
つ
け
ら
れ
た
解
説

は
、
今
日
国
芳
作
品
を
鑑
賞
す
る

上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
知
的
財
産
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た
る
調
査

に
よ

っ
て
も
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
国
芳

の
洋
風
版
画
の
舶
載
典
拠
が
、

つ
い
に
勝
盛
曲
ハ子
氏

(神
戸
市
立
博
物

館
学
芸
員
)
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
そ
の
報
告
が

「大
浪
か
ら
国
芳

へ
1

美
術

 に
み
る
蘭
書
受
容
の
か
た
ち
」
と
題
さ
れ
て
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
の
神
戸
市
立

博
物
館

の

『研
究
紀
要
』
第
十
六
号
に
公
表

さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
国
芳

の

「忠

(B)「 忠臣蔵十一段目夜討之図」(神戸市立博物館所蔵)

臣
蔵
十

一
段
目
夜
討
之
図
」
を
は
じ
め
と

す
る
洋
風
諸
作
品
が
、

ニ
ュ
ー
ホ
フ
の

『東
西
海
陸
紀
行
』
(図
版
恥
1
)
か
ら
取

材
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
た

(挿
図
A
と
B
を
参
照
)。
こ
の
報
告

は
、
国
芳
が
典
拠
と
し
た
舶
来
絵
画
資
料

を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
、

意
味
の
大
き
い
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
論
文

に
啓
発
さ
れ
た
私
は
、
鈴
木

重
三
氏
に
勧
め
ら
れ
、
同
本
を
所
蔵
す
る

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
と
神
戸
市

立
博
物
館

(勝
盛
氏
は
、
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
同
本
を
調
査
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
神
戸
市
立
博
物
館
も
同
本
を

購
入
し
た
)

へ
調
査
に
赴
い
た
。
当
初
は
こ
の
落
穂
ひ
ろ
い
的
作
業

に
そ
れ
程

の
期
待
は
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
思
い
が
け
ず
国
芳
の
十
四
作
品
十
五
個
所
に

同
本
か
ら
の
利
用
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
に
ご
協
力
下
さ

っ
た
勝

盛
氏

の
お
勧
め
も
あ
り
、
こ
れ
ら

『東
西
海
陸
紀
行
』
に
拠

っ
た
国
芳
作
品
を
、

各
図
簡
単
な
解
説
を

つ
け
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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①

「東
都
名
所

・
浅
草
今
戸
」

(図
版
恥
2
)

レ
ン
ガ

　
き
　

「ω
8
窪

Uσ
9。
吋
評
Φ
亳
」

(図
版
恥
3
)
か
ら
、
画
面
左
方

の
窯

の
焚

き
口
か

ら
立
ち
昇
る
煙
と
、
焚
き
口
に
燃
料

(?
)
を
投
げ
込
む
男
、
そ
し
て
や
や
手

前
で
鋤
を
ふ
る
う
男

の
姿
を
転
用
。
特
に
、

右

へ
な
び
き
、
そ
し
て
九
〇
度
反

転
し
て
左

へ
上
昇
す
る
煙
が
酷
似
す
る
。

た
だ
し
、
異
国
の
レ
ン
ガ
を
焼
く
情
景
を
写
し
取

っ
た
為
、
浅
草
今
戸
の
風

俗
的
風
景
画
と
し
て
は
不
自
然
な
面
が
国
芳

の
絵
に
は
あ
る
。
今
戸
焼
き
の
窯

は
俗
に
達
磨
窯
と
呼
ば
れ
、
窯
の
上
部
に
穴

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
瓦
を
燻
す
煙

が
出
る
が
、
国
芳
の
こ
の
図
で
は
窯

の
下
方

の
焚
き
口
か
ら
モ
ク
モ
ク
と
煙
が

出
て
い
る
。
知
人
陶
芸
家
や
焼
物
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
煙
が
出
て
い

る
の
は
瓦
を
燻
し
て
い
る
工
程
と

い
っ
て
良

い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
普
通
は
上

の
方
か
ら
煙
は
出
る
も
の
で
、
国
芳
作
品
の
よ
う
に
焚
き
口
か
ら
こ
れ
程
の
煙

が
出
る
の
は
説
明
で
き
な
い
と
の
こ
と
。
ま

た
、
窯
に
燃
料
を
投
げ
入
れ
る
男

も
不
自
然

で
、
燃
料
は
通
常
薪

で
あ
り
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

(燻
し
の
段
階
)

で
こ
の
よ
う
に
燃
料
を
投
げ
込
む
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
の
事
で
あ
る
。
更
に
、

窯
の
傍
で
瓦
の
原
料

(?
)
ら
し
き
も

の
を

す
く

っ
て
い
る
男
が

い
る
が
、
近

は

く
に
瓦
の
型
枠
に
嵌
め
る
人
間
も
い
な
い
の
に
、
こ
の
場
所
で
た
だ
す
く

っ
て

い
る
だ
け
と
い
う
の
も
解
せ
な
い
と
の
事

で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
数
々
の
疑
問
も
道
理
、
「
ω
8
窪

bu
①
葵

①煢
」
に
惹
か
れ
た

国
芳
は
、
図
柄
を
写
す
の
に
執
着
し
、
実
際

の
今
戸
の
風
俗
を
描
こ
う
と
は
し

(1

)

な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
焚
き
口
か
ら
昇
る
煙
を
写
し
た
の
は
も
ち
ろ

ん
、
焚
き
口
に
燃
料
を
投
げ
込
む
男

(あ
る
い
は
火
掻
き
棒
で
火
を
起
こ
し
て
い

る
の
か
)
も
、
そ
の
手
前
で
鋤
を
使
う
男
も
、
『東
西
海
陸
紀
行
』
の
、

レ
ン

ガ
を
焼
く
窯
に
使
う
石
炭
か
コ
ー
ク
ス
を
扱
う
場
面
を
写
し
取

っ
た
こ
と
か
ら

生
じ
た
不
自
然
さ
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「東
都
名
所

・
浅
草
今
戸
」
に
は
も
う

ひ
と
つ
不
思
議
が
あ
る
。

そ
び

そ
れ
は
左
方
達
磨
窯

の
う
し
ろ
に
聳
え
る
三
角
錐
状
の
構
造
物
で
あ
る
。
こ
れ

は
何
な
の
か
。
こ
れ
は
窯
で
も
建
物

で
も
な
い
し
、
積
み
上
げ
た
燃
料

に
し
て

は
巨
大
す
ぎ

る
。
司
馬
江
漢
の

『和
蘭
通
舶
』
や
、
国
長

の

「新
板
阿
蘭
陀
浮

エ
グ

フ

テ

コ

ク

セ
ン

ケ
イ

コ
ウ

タ
イ

絵

阨
日
多
国
尖

形

高
台
」
に
は

ピ

ラ
ミ

ッ
ド

が

描

か

れ

て

い
る
が
、

「ω
8
魯

しu
鋤
評
貯
①
煢
」

の
大
窯

に
触
発
さ
れ
た
国
芳
が
、
異
国
風
注
入
の
気
持

(2
)

ち
で
、
修
正
を
施
し
て
画
き
込
ん
だ
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

国
芳
の
真
意
は
わ
か
ら
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
程
大
き
い
不
明
の

物
体
を
、
「東
都
名
所
」
と
題
す
る
風
景
画

に
描
き
入
れ
た
感
覚
は
大
胆
と
い

え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
戸

の
風
景
を
よ
く
知
る
当
時

の
人
々
に
は
、
こ
の
物
体

は
充
分
奇
異
な
印
象
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
ら
。

な
お
、
大
小

二
つ
の
窯
と
そ
の
位
置
関
係
、
ま
た
背
景
の
隅
田
川
や
対
岸
が

遠
景

へ
と
続

い
て
ゆ
く
あ
た
り
は
、
亜
欧
堂
田
善

の
銅
版
画

「今
戸
瓦
焼
之

図
」
を
、
う
ま
く
下
敷
き
に
し
た
感
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
必
要
な
要
素
だ
け

を
転
用
し
て
、
広

々
と
し
た
隅
田
川
沿

い
の
風
俗
味
豊
か
な
風
景
画
を
創
り
出

し
た
国
芳
の
技
量
は
賞
賛
に
価
す
る
。
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②

「近
江
の
国
の
勇
婦
於
兼
」

(図
版
恥
4
)

サ
ン
フ
イ
ン
セ
ン
ト
の
　

遠
景

の
山
脈
を

「U
Φ
団
鋤く
Φ昌
ω
け
●
<
H
Z
O
国
Z
日
」

(図
版
恥
5
)
か
ら
取

り
込
ん
で
い
る
。
山
脈
の
稜
線
と
尾
根
筋
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

画
面
左
方
の
高

い
山
々
は
描
線

に
変
化
が
な
い
の
に
較

べ
て
、
遠
景

の
山
脈

は
変
化

に
富
み
、
岩
肌
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
感

じ
が
良
く
出
て
い
る
。
洋
風
の
味

わ
い
を
出
す
為
に
こ
の
部
分
を
利
用
し
た
も

の
と
思
う
。

こ
の
挿
絵

に
は
、

「近
江

の
国
の
勇
婦
於
兼
」
の
着
想
は
こ
こ
か
ら
得
た
の
で
は
、
と
推
測
し
た

く
な
る
ほ
ど
異
国
の
雰
囲
気
が
あ
る
。

③

「
二
十
四
孝
童
子
鑑

・
大
舜
」

(図
版
漁
6
)

　

画
面
右
側
に
い
る
う
し
ろ
向
き
の
象

は

「O
嵩
b
げ
①
】Pけ
"蝋
δ
レ」
(図
版
恥
7
)
か

ら
写
す
。

畑
仕
事
を
す
る
大
舜

に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
牙
を
や
や
上
に
向
け
た
他
は
、

輪
郭
線
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
顔
面
や
尻
部

の
陰
影
表
現
に
は

グ
レ
ー
の
色
板
を
用

い
て
、
立
体
感
を
出
し
て
い
る
。

分
は
挿
絵
右
側
の
芭
蕉
の
左
側
部
分
で
も

っ
て
構
成
し
て
い
る
。
芭
蕉
は
中
国

原
産

の
植
物
で
あ
り
、
異
国
ム
ー
ド
を
醸
す
た
め
に
描
き
込
ま
れ
た
も
の
だ
ろ

う
。国

芳

の
絵
の
芭
蕉
の
上
部
に
は
花
が
ひ
と

つ
見
え
る
が
、
こ
れ
と
全
く
同
じ

も
の
を
国
芳
は

「水
滸
伝
豪
傑
百
八
人

一
個

・
操
刀
鬼
曹
正
」
に
、
芭
蕉
の
葉

を
交

え
て
描

い
て

い
る

(挿
図
参
照
)。
十
年
以
上
前

に

「水
滸
伝
」

で
使

っ

た
粉
本
を
、
こ
の

「姜
詩
」
で
再
び
使
用
し
た
も
の
と
思
う
。

⑤

「韓
信
胯
潜
之
図
」
(右
端
の
男
)
(図
版
阨
10
)

※

鈴
木
重
三
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
ま
し
た
。

⑥

「誠
忠
義
士
肖
像

・
富
之
森
祐
右
ヱ
門
正
固
」
(図
版
漁
11
)

⑦

「和
漢
準

源
氏

・
野

は
き

・
市

原
野
鬼
童
丸

・
牛
皮
隠
頼
光

貂
」
(図
版

㎞
12
)

バ
ウ
ヒ
ス

　
は

ボ
キ
エ
ス

こ

れ

ら

三

作

品

は

「
しU
o
口
ひq
δ

o
貼

bU
o
ざ
①
ω
」

(図

版

恥
13
)

の
、

左

側

に

坐

る

男

か

ら
借

用

。
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④

「
二
十
四
孝
童
子
鑑

・
姜
詩
」
(図
版
恥
8
)

イ

ン

ド

イ

チ

ジ

ク

 巨
大
な
芭
蕉

の
葉

は
、
「
ぎ
臼
器
昌
ω
Φ
<
ご
ひq
Φづ
」

(図
版
喩
9
)
か
ら
借
用
。
画
面
中
央

上
部
ま

で
大
き
く
張

り
出
し
た
二
枚

の
葉
は
、
挿
絵
左

の
木

の
左
方
上
部
二
枚
を
使
用
。
そ
の
他

の
部

⑤
左
右
は
逆
だ
が
全
身
を
ほ
ぼ
正
確

に
、
左
右

の
手
や
左
足
先
ま
で
写
す
。
目

線
の
送
り
方
も
同
じ
。
こ
の
図
は
、
「深
川

の
富

ヶ
岡
八
幡
宮
額
堂
に
寄
進
さ

れ
た
、
四
条
派
画
家
渡
辺
南
岳
の
大
額

に
拠

っ
た
」
と
の
報
告
が
鈴
木
重
三
氏

に
よ
り
な
さ
れ
て
い
て

(『国
芳
』
平
凡
社
)、
今
回
の
調
査
結
果
と
併
せ
る
と
、

国
芳
は
こ
の
作
品
を
全
く
の
合
成
で
仕
上
げ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



国芳の洋風版画と蘭書 『東西海陸紀行』の図像

No4 『近江の国の勇婦於兼』個人蔵

No5 『DeHavenSt.VINCENT』 神戸市立博物館所蔵
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No6 『二十四孝童子鑑 ・大舜』個人蔵

No7 『ohphantほ か』神戸市立博物館 所蔵
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国芳の洋風版画と蘭書 『東西海陸紀行』の図像

No.8『 二十四孝童子鑑 ・姜詩』個人 蔵

No.9『lndiaenseVijgen』 国際 日本 文 化 研 究 セ ン ター 所 蔵
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『韓信胯潜之図』個人蔵.10

『韓信胯潜之図』の右側の拡大 個人蔵No.10
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国芳の洋風版画と蘭書 『東西海陸紀行』の図像

No12『 和 漢 準 源 氏 ・野 は き ・市 原 野 鬼 童

丸 ・牛皮隠頼光軅』個人 蔵
No11『 誠忠義士 肖像 ・富之森祐 右ヱ門正固』

個人蔵

No13『Bo琦isofBokjes』

神戸市立博物館所 蔵
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⑥
画
面
上
部
の
鈴
と
綱
に
注
目
。
吉
良
邸
に
張
り
め
ぐ
ら
せ
た
敬言
戒
網
を
か
い

く
ぐ

っ
て
侵
入
す
る
、
と
い
う
状
況
設
定
が
効
果
的
。
こ
の
設
定

に
よ
り
、
斜

め
坐
り
の
男
を
討
ち
入
り
の
侍
に
変
換
す
る
。
両
腕
を
広
げ
た
ポ
ー
ズ
に
刀
身

を
持
た
せ
て
、
指
先
ま
で
同
じ
形
に
描

い
て

い
る
。
目
線
も
同
じ
。
同
シ
リ
ー

ズ
の

「大
星
由
良
之
助
良
雄
」

の
長
刀
は
、

「坐
る
男
」
の
腰

の
武
具
と
同
じ

立
体
感

で
描
か
れ
て
い
る
。

⑦
は
だ
か
の
上
半
身
と

い
い
、
布
で
覆

っ
た
下
半
身
と
い
い
、
こ
の
図
が
最
も

原
拠
図
に
似
る
。
牛
に
は
色
面
板
ボ
カ
シ
を
使

っ
て
立
体
感
を
出
す
が
、
人
体

及
び
布
は
原
拠
図
の
立
体
表
現
を
線
描
と
板
ボ
カ
シ
の
両
方
で
捉
え
る
。
右
手

(指
先
ま
で
同
じ
)
や
足
の
組
み
方
、
目
線
の
向

け
方
な
ど
も

一
致
す
る
。
原
拠
図

の
男
の
目
は
黒
目

の
ま
ま
だ
が
、
国
芳
は
鬼
童
丸
の
瞳
に
白
点
を
抜

い
て
い
る
。

以
上

の
よ
う
に

「しu
o
口
ぴq
δ

o
h
しu
o
五
①
ω」

の
左
側
に
坐
る
男
か
ら
自
作
に

三
回
も
応
用
を
試
み
て
い
て
、
国
芳
が
こ
の
男
の
ポ
ー
ズ
に
余
程
興
味
を
持

っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
パ
タ
ー
ン
化
し
た
浮
世
絵
風
の
人
物
と
は
異
な

っ
た
、

自
然
発
生
的
な
動
感
あ
る
姿
勢

に
国
芳
は
惹

か
れ
た
よ
う
だ
。

⑧

「唐
土
二
十
四
孝

・
大
舜
」
(図
版
恥
14
)

　
　
　
の
　
　

「
0
蝉
①
答
Φ

<
9
⇒
α
Φ

O
鋤
び
o

位
Φ

しU
o
昌
①
…

」

(図

版

恥
15

の
拡

大
)

の

二

頭

の

象
の
中
、
左
側
の
象
を
利
用
。
姿
全
体
が
似
る
が
、
中
で
も
顔
や
耳
、
左
脇
腹

し

つ
ぼ

の
銅
版
画
風
縦
皺
が

一
致
す
る
。
右
前
脚
を
少
し
上
げ
た
仕
草
も
同
じ
。
尻
尾

は
描
き
足
し
て
い
る
。

ま
た
、
描

か
れ
た
人
物

・
大
舜
は
、
『地
図

ブ

ラ
ジ

ル
』
(図
版
喩
16
の
拡

大
)
の
左
側

エ
ン
ゼ
ル
か
ら
換
骨
奪
胎
。

エ
ン
ゼ
ル
の
羽
を
取
り
去
り
、
鍬
を

担
が
せ
て
、
畑
仕
事
を
す
る
孝
子

・
大
舜
に
変
身
さ
せ
て
い
る
。
ア
イ
デ
ア
と

巧
み
な
処
理
が
光
る
。
原
本
の
エ
ン
ゼ
ル
が
指
さ
す
左
手
は

「ブ
ラ
ジ

ル
」
と

記
さ
れ
た
地
図
の
大
陸
方
向
を
示
し
て
い
る
が
、
国
芳
は
こ
の
指
先
を
生
か
し

て
、
畑
仕
事
を
手
伝
い
に
来
た
象
に

「
あ
ち
ら
の
畑
を
耕
し
て
お
く
れ
」
と

い

っ
た
意
味
に
な
る
よ
う
に
使

っ
て
い
る
。

後
年
門
人
の
芳
幾
が

「写
真
鏡
」
と
い
う
洋
風
版
画
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
こ
の

大
舜
を
鍬
を
は
ず
し
た
姿
で
再
登
場
さ
せ
て
い
る
。
(図
版
恥
17
)

⑨

「唐
土
二
十
四
孝

・
呉
猛
」
(図
版
恥
18
)

同
じ
く

『地
図

ブ
ラ
ジ
ル
』
(図
版
恥
16
の
拡
大
)
の
中
央
の

エ
ン
ゼ
ル
を

え

借
用
。

エ
ン
ゼ
ル
の
羽
を
取
り
去
り
団
扇
の
柄
を
持
た
せ
て
、
父
を
喰
う
蚊
を

団
扇
で
追
う
孝
子

・
呉
猛
に
仕
立
て
て
い
る
。
前
図
の
大
舜
と
同
様
の
、
趣
向

の
利

い
た
扱
い
方
。

こ
の
図
に
描

か
れ
た
寝
台

に
横
た
わ
る
老
人
も
、
芳
幾
は
前
掲
図

(図
版

臨
17
)
に
描
き
込
ん
で
い
る
。
芳
幾
は
こ
の

「写
真
鏡
」
シ
リ
ー
ズ
で
、
師
国

芳

の

「唐
土
二
十
四
孝
」
や

「
二
十
四
孝
童
子
鑑
」
か
ら
多
く
の
人
物
や
動
物
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国芳の洋風版画と蘭書 『東西海陸紀行』の図像

No15 『CaertevandeCabodeBona… 』 神 戸 市 立 博 物 館 所 蔵

Nb15の拡大 神戸市立博物館所蔵

No14『 唐土二十 四孝 ・大舜』個人蔵
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Na16 図

¥

馳 ブラジル』国際日本文化研究センター所蔵

16の拡 大 神戸市立博物館所蔵
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国芳の洋風版画と蘭書 『東西海陸紀行』の図像

No.17『 写真鏡』 芳幾 個人蔵

No.19『 本朝文雄百人一首 ・更 科姫』

個人蔵

Nb.18『 唐土二十四孝 ・呉猛』個人 蔵
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を

借

用

し

て

い
る

。

⑩

「本
朝
文
雄
百
人

一
首

・
更
科
姫
」
(図
版
漁
19
)

同
じ
く
中
央

の
エ
ン
ゼ

ル

(漁
16
の
拡
大
)
を
借
用
。
前
図
の

「呉
猛
」
と

は
全
く
異
な
る
状
況
設
定

で
、
竹
柄

の
斧
を
持
ち
熊
を
踏
み
つ
け
る
幼
童

・
鹿

之
助
を
全
身
で
描
く
。
体
型
だ
け
で
な
く
、
表
情
や

ヘ
ア
ー
ス
タ
イ

ル
も
酷
似

す
る
。
尽
き
る
こ
と
の
な
い
国
芳

の
ア
イ
デ

ア
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

⑪

「誠
忠
義
士
肖
像

・
吉
田
沢
右
ヱ
門
包
貞

」
(図
版
恥
20
)

マ
カ
ッ
サ
ル
の
　
ぱ
　
を
　
く
　

「ζ
爵

蝉ω
ω興
ωΦ
<
臼
ひq
捧
鹹
Φ
ω
娼
讐
け臼
ω」

(図
版
恥
21
)
の
中
央
吹

矢
を
吹

く
男
か
ら
半
身
に
拡
大
し
て
使
用
。

目
付
き
、
横
顔
、
ね
じ
り
鉢
巻
、
右
手
、
顎
や
首

の
筋
、
前
傾
姿
勢
が
同
じ
。

半
身

に
し
て
呼
子
を
吹
く
義
士
に
変
身
さ
せ

て
い
る
が
、
吹
き
矢
を
吹
く
時

の

前
傾
姿
勢
を
、
槍
で
上
体
を
支
え
て
呼
子
を
吹
く
と
い
う
設
定

に
改
め
た
発
想

が
利
い
て
い
る
。
国
芳
は
吹
き
矢
を
吹
く
男

の
瞳

に
あ
る
白
点
ま
で
、
同
じ
位

　ヨ
　

置
に
と
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の

「誠
忠
義
士
肖
像
」
シ
リ
ー
ズ

に
つ
い
て
鈴
木

重
三
氏
は
、
「
…
…

一
番
の
特
徴

は
顔
貌

の
近
代
的
写
実
描
写
」
(『国
芳
』
平

凡
社
)
と
記
し
て
お
ら
れ
る
が
、
実
際
こ
の
よ
う

に
、
銅
版
画
そ

の
も
の
か
ら

写
し
取

っ
た
写
実
味
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

⑫

「誠
忠
義
士
肖
像

・
潮
田
政
之
丞
高
教
」

(図
版
漁
22
)

　
　
の
ブ
ラ
ジ
ル
　

「国
Φp

bU
蠧
ω臣
9。Φ
昌
」

(図
版
阨
23
)
か
ら
上
半
身

の
み
借
用
。
特

に
顔

面

の
表
情
、
骨
格
を
誇
張
気
味
に
写
す
。
腕
や
首

の
筋
、
交
差
す
る
弓
の
あ
た
り

も

一
致
。

し
か
し
国
芳
の
迫
真
性
は
原
拠
図
以
上
で
、
歯
を
く

い
し
ば
り
矢
を
射

っ
た

時
の
顔
面
筋
肉
の
怒
張
ま
で
立
体
的
に
表
現
。
国
芳
の
、
浮
世
絵
師
と
し
て
は

例
外
的
な
ま
で
の
近
代
感
覚
を
見
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
上
空
に
向
け
て
矢
を

射
る
と
い
う
行
為
は
、
討
ち
入
り
の
義
士
と
し
て
は
不
自
然
な
の
だ
が

(敵
は

屋
内
だ
か
ら
)、
人
体
を
リ
ア
ル
に
描

い
た
挿
絵

の
魅
力

に
惹

か
れ
、
原
拠
図

と
同
じ
構
図
で
描

い
た
の
だ
ろ
う
。

ゆ

が
え

た
だ
し
、
挿
絵

に
は
な
い
弓
返
り

(和
弓
で
は
矢
を
放

っ
た
あ
と
、
弦
は
左
腕

の
外
側
へ
返
る
)
を
国
芳
は
正
確
に
描
く
。
背

の
矢
羽
を
移
動
さ
せ
て
描

い
た

の
は
、
構
図
上
画
面
に
収
め
き
れ
な
か

っ
た
為
に
移
動
さ
せ
て
描

い
た
も
の
か
。

⑬

同
じ

く

「誠
忠
義

士
肖
像

・
矢
問
喜

兵
衛
」
(草
稿
)
(図
版
恥
24
)
は
、

マ
ラ
バ
　
ル
の
ま
　

「国
魯

ζ
巴
蝉
σ
p
霞
ω①
と
穹

Φ
昌
く
目〇
二
芝
」
(図
版
恥
25
)
の
左
側

弓
を
持

つ

男
の
上
半
身
を
写
し
た
も
の
。
目
、
鼻
、
口
な
ど
顔
面
部

の
肖
似
性
は
明
ら
か
。

立
体
感
そ
の
も
の
を
写
し
取
ろ
う
と
す
る
筆
遣

い
で
あ
る
。
目
尻
か
ら
額
に
か

け
て
の
皺
や
、
左
腕
か
ら
握
り
こ
ぶ
し
の
あ
た
り
も

一
致
す
る
。

⑭
更

に
国
芳
は
、
こ
の
弓
を
持

つ
男
の
全
身
図

の
草
稿
も
残
し
て
い
る

(図
版

恥
26
)。
顔
を
右
に
向
け
、
弓
を
持

っ
て
歩
く
姿
が
同
じ
。
な
お
こ
の
草
稿
は
、
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国芳の洋風版画と蘭書 「東西海陸紀行』の図像

Nα21の拡大 神戸市立博物館所蔵

No.20『 誠 忠義 士 肖像 ・吉田沢右ヱ門包貞』

個人蔵

No.21『MakasserseVergiftigeSpatters』

神 戸 市 立 博 物 館 所 蔵
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No.23の拡大 神戸 市立博物館所蔵

No.22『 誠忠義士 肖像 ・潮 田政之丞高教』個 人蔵

,,ピ 瀞,へ/つ

No.23『EenBrasiliaen』

神 戸 市 立 博 物 館 所 蔵
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国芳の洋風版画と蘭書 『東西海陸紀行』の図像

No24『 誠 忠 義 士 肖 像 ・矢 問 喜 兵 衛 』(草 稿)

CourtesyNationalMuseum

ofEthnology,Leiden

へ

No25の 拡大

国際 日本文化研 究 センター所蔵

No25『EenMalabaarseManenVrouw』

国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー 所 蔵

Nα26『 弓 を持 つ 男 』(草 稿)

B.W.Robinson『KUNIYOSHI』 か ら転 載
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bU
●
芝

●
園
o
σ
ぎ
ω
o
コ
の

『内
d
Z
H
網
○
ω
団
H
』

(
一
九

六

一
年

)

に

図

版

掲

載

さ

れ

て

い
る

。

無

落

款

な

が

ら

、

今

回

の

一
連

の
調

査

結

果

か

ら

絵

師

は

国

芳

と

見

て

よ

く

、

併

せ

て
報

告

す

る
。

以
上
が

『東
西
海
陸
紀
行
』

に
拠

っ
た
国

芳
作
品
十
四
点

(十
五
個
所
)
の

報
告
と
検
討
で
あ
る
。
以
下
に
、
こ
れ
ら
の
国
芳
作
品
と
勝
盛
氏
の
報
告
に
あ

る
同
本
依
拠
作
品
を
併
せ
て
年
代
順
に
並

べ
て
み
る
。

東
都
名
所

・
浅
草
今
戸

(天
保
初
期
)

近
江
の
国
の
勇
婦
於
兼

(天
保
初
期
)

忠
臣
蔵
十

一
段
目
夜
討
之
図

(天
保
初
期
)

韓
信
胯
潜
之
図

(天
保
後
期
)

本
朝
文
雄
百
人

一
首

・
更
科
姫

(弘
化
期
)

二
十
四
孝
童
子
鑑
シ
リ
ー
ズ
に
四
点

(弘
化
期
)

誠
忠
義
士
肖
像
シ
リ
ー
ズ
に
四
点

(内
草
稿

一
点

・
嘉
永
五
年
)

唐
土
二
十
四
孝
シ
リ
ー
ズ
に
二
点

(嘉
永
期
)

和
漢
準
源
氏

・
鬼
童
丸

(安
政
二
年
)

他
に
草
稿

一
点

(年
代
不
明
)

こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
国
芳
は
断
続
的

に

『東
西
海
陸
紀
行
』
か
ら
取
材
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
頃
の
画
技
研

鑽

の
大
切
な
資
料
と
し
て
秘
蔵
し
な
が
ら
、
初
め
て
の
風
景
画
の
シ
リ
ー
ズ
や
、

(4
)

中
国
取
材
の

「
二
十
四
孝
」
シ
リ
ー
ズ
、
そ
し
て
リ
ア
リ
ズ
ム
の
肖
像
画
的
効

果
を
ね
ら

っ
た

「誠
忠
義
士
肖
像
」

シ
リ
ー
ズ

に
重
点
的

に

『東
西
海
陸
紀

行
』
の
挿
絵
を
借
用
し
て
い
る

(こ
れ
ら
三
種
類
の
作
品
群
に
つ
い
て
は
、
今
後

更
に
典
拠
の
見

つ
か
る
可
能
性
が
高
い
)。

つ
ま
り
国
芳
は
、
舶
来
資
料
が
有
効

利
用
で
き
る
企
画

の
時
以
外
は
、
散
発
的
に
し
か
こ
れ
ら
の
資
料
を
使

っ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
場
合
に
集
中
的

に
使

っ
て
、
ま
た
し
ば
ら
く
手

筥
に
秘
め
て
お
く
、
そ
ん
な
使

い
方
で
あ
る
。

二
種
類

の

「
二
十
四
孝
」
シ
リ
ー
ズ
で
の
同
本
挿
絵
の
借
用
は
、
今
回
判
明

し
た
分
と
勝
盛
氏
が
報
告
さ
れ
た
も
の
を
併
せ
る
と
計
六
図
に
な
る
が
、
国
芳

の
こ
の
系
統
の
作
品

に
は
舶
来
の
版
画
に
拠

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
人
物
表
現
が

ま
だ
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
国
芳
が
所
蔵
し
て
い
た
洋
書
挿
絵
類

は
、
他
に
も
相
当
数
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。
『浮
世
絵
師

・
歌
川
列
伝
』

(飯

島
虚
心
著

・
畝
傍
書
房
)
に

「
…
…
嘗

て
貯

へ
お
き
た
る
西
洋
画
数
百
枚
」
と

記
さ
れ
た
数
字
は
、
質
量
と
も
に
真
実
味
を
帯
び

て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
勝
盛

氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
通
り
、
今
後
は

『東
西
海
陸
紀
行
』
以
外
の
洋
古
書

の
調
査
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

次
に

『東
西
海
陸
紀
行
』
を
利
用
す
る
際
の
国
芳
の
方
法
に

つ
い
て
も
簡
単

に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

勝
盛
氏
も
既
に
前
掲
論
文

に
お
い
て
、
「強

い
日
差
し
を
受
け

コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
強
調
さ
れ
た
人
物
や
建
物
の
影
が
印
象
的
な
南
国
の
風
景
を
、
満
月
の
冬
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国芳の洋風版画と蘭書 『東西海陸紀行』の図像

空
に
雪

の
は
え
る
江
戸
の
街
並
み
に
、
ヤ
シ

の
木
を
雪
が
積
も
る
松

に
、
オ
ラ

ン
ダ
人
を
大
星
由
良
之
助
む
し
ろ
こ
の
絵
の
リ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
い
う
と
大
石
内

蔵
助
に
、
バ
タ
ビ
ア
の
大
工
と
職
人
の
家
を
吉
良
邸
に
変
身
さ
せ
て
し
ま

っ
た

驚
く
べ
き
国
芳
の
着
想
。
」
と
述

べ
て
お
ら

れ
る
よ
う
に
、
国
芳
は
こ
れ
ら
の

作
品
で

「変
換
術
」
と
で
も
名
付
け
た

い
よ
う
な
操
作
を
行

っ
て
い
る
。

「東
都
名
所

・
浅
草
今
戸
」
は
複
数
の
部
分

を
取
り
込
み
な
が
ら
、
原
図
に
は

な

い
空
間
を
実
現
し
て
風
景
版
画
と
し
て
再
生
さ
れ
て
い
る
。
「近
江
の
国
の

勇
婦
於
兼
」
は
、
非
日
常
性
と
洋
風
の
写
実

味
が
混
融
し
た
不
可
思
議
世
界
を

(5
)

現
出
し
て
い
る
。
掲
載
図
版
を
見
較
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば

一
目
瞭
然
と
思
う
の

で
、

い
ち
い
ち
作
品
名
を
記
さ
な
い
が
、
人
物
に
つ
い
て
見
る
と
、

い
ず
れ
も

国
芳

に
よ
り
変
換
術
を
施
さ
れ
て
、
あ
る
者

は
衣
裳
を
着
せ
ら
れ
、
道
具
を
持

た
さ
れ
、
意
外
な
場
所
に
置
か
れ
、
役
割
を
与
え
ら
れ
、
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
に

写
さ
れ
て
と
い
っ
た
旦
ハ合
に
、
原
典
中
の
人
物
は
様
々
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
国

芳

の
作
品

に
出
現
す
る

(動
物
は
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
が
)。
国
芳

の
操
作
に

は
、
単
な
る
借
用
、
利
用
と
い
っ
た
い
い
方

は
当
て
は
ま
ら
な

い
。
国
芳
が
行

っ
た
こ
と
は
異
国
風
俗
の
単
な
る
敷
き
写
し

で
は
な
く
、
画
材
と
し
て
自
作
中

に
摂
取
、
融
合
、
転
換
、
消
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
再
創

造
と
呼
び
た

い
く
ら
い
巧
妙
に
作
為
さ
れ
て

い
て
、
ど
れ
く
ら

い
モ
デ
ル
を
ア

レ
ン
ジ
し
て
応
用
で
き
る
か
試
作
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
国
芳
の
創
意
と
工

夫
が
卓
越

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前

述

の

「写
真
鏡
」
シ
リ
ー
ズ

(芳

幾
)
と
、
そ
の
元
に
な

っ
た
国
芳

の

「唐
土

二
十
四
孝
」

シ
リ
ー
ズ
を
見
較

べ

て
み
る
と
明
瞭
だ
ろ
う
。

と
同
時
に
、
国
芳
は
原
本
を
利
用
す
る
時
は
、
基
本
的
な
骨
格
は
ほ
と
ん
ど

そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
掲
載
し
た

一
対

の
図
版
を
見
較

べ
て
い
た
だ
い
て
お

わ
か
り
の
よ
う
に
、

二
つ
の
作
品
が
似
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
利
用
部

分
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
断
定
で
き
る
よ
う
な
使

い
方
を
し
て
い
る
。

そ
れ
で
い
て
全
体
と
し
て
は
別
種
の
作
品

に
仕
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

あ
た
り
の
勘
所
は
、
今
後
の
調
査
に
お
い
て
も
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
芳

の
変
換
術
は
非
常
に
巧
み
な
も
の
だ
が
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
と
い
う
言
葉
に
必
要
以
上
の
重
要
性
を
認
め
る
現
代
人
に
と

っ
て
、
国
芳
の

制
作
姿
勢
は
、
他

の
作
品
を
借
用
し
た
安
易
な
方
法
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
鈴
木
重
三
氏
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
絵

手
本

に
学
ぶ
の
が
当
り
前
で
あ

っ
た
当
時

の
絵
画
事
情
や
、
国
芳
が
置
か
れ
て

い
た
政
治
的
社
会
的
状
況
を
考
慮
し
た
時
、
西
洋
文
物

の
知
識
を
確
保
し
て
、

な
お
か

つ
自
己

の
作
品
に
創
造
的
に
活
用
し
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
て
も
良
い
と

思
う
。
し
か
も
国
芳
は
浮
世
絵
師
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
外
国

の
絵
画
資

料
に
学
ん
で
自
作

に
応
用
し
た
と
い
っ
て
も
、
先
輩
画
家

の
司
馬
江
漢
や
亜
欧

堂
田
善
ら
と
は
立
場
が
ず

い
ぶ
ん
異
な
る
。
特
に
覚
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

今
回
報
告
し
た
よ
う
な
試
み
を
、
国
芳
は
浮
世
絵
版
画
と
い
う
商
業
出
版
の
レ

ベ
ル
で
行

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

「
二
十
四
孝
」
シ
リ
ー
ズ

が
天
保
の
改
革

の
影
響
で
道
徳
的
な
中
国
取
材
も
の
に
逃
げ
た
も
の
だ

っ
た
と
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し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
意
欲
的
で
実
験
的
な
試
み
が
浮
世
絵
版
画

の
世
界
で
行

わ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
。

民
衆
に
対
し
て
の
外
国
文
物

の
啓
蒙
と
い
う
面
か
ら
、
ま
た
東
西
文
化
交
流

の
歴
史
的
な
意
味

か
ら
も
、
国
芳
の
果
た
し
た
役
割
は
相
当
に
評
価
さ
れ
て
良

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

注(
1
)

小
屋

の
上

の
旗

が
右

か
ら
左

へ
な
び

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
風
向

き

が
そ

れ
と
知

れ

る
。

そ
し

て
大
窯

を
左

奥

へ
回

り
込

ん
だ
所

に
焚

き

口
が
あ

る

が
、

そ

こ
か
ら
出

た
煙

は
、

窯

の
壁

が
風

を
遮

る

こ
と

か
ら
生

じ
る
気

流

の
逆
転

現

象

に
よ
り
、

い

っ
た

ん
風
上

へ
向

い
て
逆
流

し
、

中
程

ま

で
昇

っ
た
時

点

で
ま

と
も

に
風

を
受

け

て
左

へ
方

向
転

換

し

て

い
る
。

こ
の
よ

う

に
挿

絵

の
煙

の
動

き
は

理

に
適

っ
た
も

の

で
、

実

見

に
基

づ

く
も

の
と

思
わ

れ
る
。

そ

れ

に
対

し
国

芳

の

「
浅
草
今

戸
」

は
、

風

を
遮

っ
て
逆

流

現
象

を
起

こ
す

も

の
は
何

も
な

い
の
に
原

図
と
同

じ
動

き

を
し

て

い
る
。

こ
れ

は
、

国
芳

が

こ
の
煙

の
動

き

に
魅

力

を
感

じ
、
科

学
的

根
拠

の
な

い
ま
ま

こ

の

形

状

を
描

い
た

こ
と
を

示

し

て

い
る
。

更

に
遠
方

の
窯

の
煙

も

同
じ
動

き

を
し

て

い
る
。

(
2
)

同

時
期

に
刊

行

さ
れ

た

「東

都

三

ッ
股

の
図

」

の
中

に
、

エ
ッ
フ

ェ
ル
塔

の
よ

う
な
鉄

塔

が
建

っ
て
い
る
。

隣

り

に
あ

る
火

の
見

櫓

の
倍

ほ
ど

も
高

さ
が

あ
り
、

こ
れ
も
江

戸

の
風
景

に
は
あ

り
得

な

い
も

の
で
あ

る
。
ず

い
ぶ
ん

以
前

に
鈴
木
氏
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た

「謎
」
1

な
ぜ
江
戸
の
町
に
こ
ん
な
に

高
い
塔
が
あ
る
か
?
1

が
、
今
回
の

「東
都
名
所

・
浅
草
今
戸
」
の
調
査
か

ら
説

明

で
き
る

よ
う

に
思

う
。

要

す

る
に
、

国
芳

は
確

か

に
写

実
味

を
追

求

し
た
絵

師

で
あ

っ
た

の
だ

が
、

画

面

に
洋
風

味

を
盛

り
込

み
た

い
衝
動

に
か
ら

れ
た
時

に
は
、

リ
ア

リ
ズ

ム
を

閑

却

す

る
こ
と

を
厭

わ
な

か

っ
た
よ

う
な

の

で
あ

る
。

こ
の
鉄
塔

は
、

国
芳

が

自

作

に
洋

風
味

を

添

え

る
為

に
描

き

足

し
た

も

の

か
と
思

う
。

「
忠

臣
蔵

十

一

段

目
夜

討

之
図
」

に
し

て
も
、

こ

の
よ
う

な
建
物

は
江

戸

の
町

に
存
在

し

な

い

も

の
で
あ

る
。

国
芳

の
洋
風

志
向

の
昂
ま

り
が

発
散

の
出

口
を
求

め

た
結
果

、

こ

の
よ
う

な

こ
と
が
生

じ

た
と

し

か
考

え

よ
う

が
な

い
と
思

う
。

(
3
)

こ

の
シ
リ

ー
ズ

の
多

く

の
人
物

た
ち

の
瞳

に
白
点

が
抜

い
て
あ

る
と

の
報

告

が
鈴

木
氏

に
よ
り

な
さ

れ

て

い
る

(
『国
芳

』

平
凡

社
)
。

そ

し

て
瞳

の
白

点

が

こ
れ
ら

の
人
物

た

ち

に
、

他

の
浮
世

絵
版

画

に
は
見

ら

れ
な

い
表
情

を
作

っ

て

い
て
、

国
芳

の
探
求

心

に
感

嘆

さ

せ
ら

れ

る
。

『
東

西
海

陸
紀

行
』

の
挿

絵

に
は

こ

の
よ
う

な
人
物

肖
像

画

が
多
数

含

ま
れ

て

い
る
が
、

国
芳

は

こ
れ

ら

の

肖

像

画

の
目

の
表

情

に
特

に
感
銘

を

受

け

た

か
、

「
誠

忠
義

士

肖
像

」

の
人

物

た
ち

に
は
、

原
拠

図

の
目

に
白
点

が
無

い
場

合

で
も
、

富
之

森
祐

右

ヱ
門

や
潮

田
政

之
丞

の
瞳

に
は
白

点

を
抜

い
て

い
る
。

(
4
)

中

国
取

材

と

い
え
ば
、

国
芳

の
出

世
作

「
水

滸
伝

」

シ
リ

ー
ズ
が

刊
行

時

期

と

し

て

は
最

も
早

い

(文
政

十

年
～

天
保

中

期
)
。

そ

し

て

こ

の
シ
リ

ー

ズ

中

に
洋

風
表

現

の
も

の
が

す

で
に
何
点

か
存

在

す
る
。

中

で
も

「
除
寧

」

の
、

低

い
地

平
線

上

に
佇

む

二
人

の
男

や
、

手
術

を

す
る

「
安
道

全
」

の
う

し

ろ

の

植

物
、

岩
頭

に
意

気
込

む

「
李
袞

」

の
う

し
ろ

の
広
大

な
青

空
、

鎗
を

構

え
る

「
曹
正

」

の
周

り

の
異

国

の
植
物

、

弓
矢

で
鳥

を
射

落

と

す

「
花

栄

」

の
洋

風

の
雲

な
ど
注

目

さ
れ

る
。

し

か
し

こ
れ
ら

の
作
品

に
は

『東

西
海

陸
紀

行
』

に
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拠

っ
た

と
思

わ
れ

る
個

所

は
全
く

見

い
出

せ
な

か

っ
た
。

(
5
)

た

だ

し

国
芳

が

描

い
た

馬

は
、

勝
盛

氏

が

指

摘

さ

れ

た

『
イ

ソ

ッ
プ
物

た
て
が
み

語

』

の
馬

と
は
、

尻
尾
、

陰

影
、
鬣

、
顔

、
脚

な

ど
、

各
部
位

の
形
が
少

し
ず

つ
異
な

る
。
今

後
、

国
芳

が
拠

っ
た
原
本

が
見

つ
か

る
可
能

性
が

否
定

で
き

な

い
。

ベ
ッ
ク

勝
原
良
太

靆
本
稿

は
、
『
浮
世
絵
春
秋
』
第

二
期
第

一
号

(編
集
発
行

"
範
鈩
香
津
原

平
成
十
八
年

一
月

二
十
日
発
行
)

に
掲
載
し
た

「
ニ
ュ
ー
ホ
フ
著

『東
西
海
陸
紀
行
』

と
国
芳

の
洋

風
版
画
」
を
元

に
し
て
、

一
部
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

国芳の洋風版画と蘭書 『東西海陸紀行』の図像

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
神
戸
市
立
博

物
館
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
ご
指
導
下

さ
っ
た
鈴
木
重
三
氏
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
原
本
閲
覧
の
為
に

遠
隔
の
地

へ
た
び
た
び
同
行
し
て
下
さ
り
、
様
々
な
資
料
調
査
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
下
さ
っ
た
外
池
俊
幸
氏
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
調
査
の
推

進
役
を
果
た
さ
れ
た
木
佐
敬
久
氏
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
藤
原
学
氏

(吹
田
市
立
博
物
館
)
に
は
達
磨
窯
に
関
し
て
ご
教
示
い
た
だ
き
、
松
平
順
彦

氏
、
浅
野
正
人
氏
に
は
折
り
に
ふ
れ
知
識

の
提
供
を
受
け
ま
し
た
。
ご
協
力
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
古
オ
ラ
ン
ダ
語
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
磯
崎
康
彦
氏

(福
島
大
学
教
授
)
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
松
田
清
氏

(京
都
大
学
教
授
)
に
は
、
古
オ
ラ
ン
ダ
語
の
表
記
に
つ
い

て
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔図
版
提
供
〕
(敬
称
略

・
順
不
同
)

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

神
戸
市
立
博
物
館

日
本
浮
世
絵
商
協
同
組

合

Z
①は
8
巴

ζ
ロ
ωΦ
gヨ

oh
国
夢
昌
○
δ
σQざ

い
①
崔
魯

木
佐
敬
久

悳
俊

彦

高
島
匡
夫

竹
山
好
行

鈴
木
重
三

沢
井
鈴

一

ク
リ
ス
・
ウ
ー
レ
ン
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